
(57)【要約】

【課題】超音波診断装置をフット操作するフットスイッ

チ装置の格納筐体に厚みがある場合、手術行為等の邪魔

になったり、筐体を誤って蹴って移動させてしまったり

する懸念がある。

【解決手段】フットスイッチ装置５０は、フロアに配置

されるシート状のシート体６０と、前記シート体上に設

けられ、フット操作により前記超音波診断装置に対して

動作指令を与える少なくとも一つの面状スイッチ６４－

７２と、を備える。また、前記動作指令スイッチに誤っ

てフット操作がなされた場合にそのフット操作を無効と

するための誤操作防止スイッチ７４を設けることも可能

である。

【選択図】　　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 診 断 装 置 に 接 続 さ れ る フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 で あ っ て 、
フ ロ ア に 配 置 さ れ る シ ー ト 状 の シ ー ト 体 と 、
前 記 シ ー ト 体 上 に 設 け ら れ 、 フ ッ ト 操 作 に よ り 前 記 超 音 波 診 断 装 置 に 対 し て 指 令 信 号 を 出
力 す る 少 な く と も 一 つ の 面 状 ス イ ッ チ と 、
を 備 え る 、 こ と を 特 徴 と す る フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 に お い て 、
前 記 シ ー ト 体 は 、 そ の 少 な く と も 中 央 部 に ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 を 有 し 、
前 記 面 状 ス イ ッ チ は 、 前 記 ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 に 隣 接 し て 設 け ら れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 に お い て 、
前 記 ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 は 、 前 記 シ ー ト 体 上 に お け る 非 患 者 側 端 部 ま で 連 続 的 に 拡 が っ て
い る 、 こ と を 特 徴 と す る フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 に お い て 、
前 記 シ ー ト 体 は 、 前 記 ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 の 周 囲 に 設 定 さ れ た ス イ ッ チ 配 置 領 域 を 有 し 、
前 記 ス イ ッ チ 配 置 領 域 に 複 数 の 面 状 ス イ ッ チ が 並 ん で 設 け ら れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ に 記 載 の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 に お い て 、
前 記 面 状 ス イ ッ チ の 各 対 応 位 置 に は 、 当 該 面 状 ス イ ッ チ の 指 令 内 容 を 識 別 す る 表 示 が 付 さ
れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ に 記 載 の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 に お い て 、
前 記 面 状 ス イ ッ チ と し て 、 動 作 指 令 を 与 え る 少 な く と も 一 つ の 動 作 指 令 ス イ ッ チ と 、 前 記
動 作 指 令 ス イ ッ チ に 誤 っ て フ ッ ト 操 作 が な さ れ た 場 合 に そ の フ ッ ト 操 作 を 無 効 と す る た め
の 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ と 、 が 設 け ら れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 に 対 し フ ッ ト 操 作 に よ り 動 作 指 令 を 与 え る フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置
、 及 び 、 こ の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 を 含 む 超 音 波 診 断 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
超 音 波 診 断 装 置 に 対 す る 動 作 指 令 は 、 通 常 、 超 音 波 診 断 装 置 上 の 操 作 パ ネ ル を 通 じ て ユ ー
ザ 入 力 さ れ る 。 し か し 、 超 音 波 診 断 装 置 を 手 術 時 に 利 用 す る 場 合 、 手 術 を 行 う 医 師 （ 術 者
） は 、 不 潔 域 に 分 類 さ れ る 操 作 パ ネ ル を 手 操 作 す る こ と が で き な い 。 そ こ で 、 一 般 的 に は
、 操 作 者 が 手 術 に 立 ち 会 っ て 、 術 者 の 指 示 に 従 い 操 作 パ ネ ル を 操 作 す る こ と に な る 。 し か
し 、 こ の 方 法 で は 、 操 作 者 と の 意 志 疎 通 の 齟 齬 に と も な い 、 時 間 的 な ロ ス を 招 く ほ か 、 術
者 に 精 神 的 な ス ト レ ス を 与 え て し ま う な ど の 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
下 記 特 許 文 献 １ に は 、 術 者 自 身 が 、 自 身 の 中 で 不 潔 域 に 分 類 さ れ る 足 を 用 い て 、 超 音 波 診
断 装 置 を 操 作 す る た め の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置
に お い て は 、 足 で 複 数 の ス イ ッ チ を 操 作 す る こ と が 難 し い こ と を 考 慮 し 、 最 小 の ス イ ッ チ
数 で 必 要 な 操 作 を 行 え る よ う に 、 各 ス イ ッ チ 部 に 所 望 の 機 能 が 登 録 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
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特 開 平 ６ － ７ ８ ９ ２ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 に お い て は 、 ス イ ッ チ を 格 納 す る 箱
状 の 筐 体 が 相 当 な 厚 み を 有 し て い る た め 、 非 操 作 時 に 手 術 行 為 の 邪 魔 に な る お そ れ が あ る
。 ま た 、 こ の 筐 体 を 術 者 が 誤 っ て 蹴 る こ と で 、 筐 体 が 当 初 の 設 置 位 置 か ら 移 動 し て し ま い
、 操 作 に 不 便 を 来 す 場 合 も あ る 。 な お 、 こ れ ら の 不 都 合 は 、 手 術 以 外 の 一 般 の 診 断 時 に つ
い て も 生 じ る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 操 作 性 が 良 好 な フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 、 あ る い は 、 こ の フ ッ ト ス イ ッ チ 装
置 を 含 む 超 音 波 診 断 シ ス テ ム を 実 現 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 動 作 信 頼 性 の 高 い フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 、 あ る い は 、 こ の フ ッ
ト ス イ ッ チ 装 置 を 含 む 超 音 波 診 断 シ ス テ ム を 実 現 す る 点 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 は 、 超 音 波 診 断 装 置 に 接 続 さ れ
る フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 で あ っ て 、 フ ロ ア に 配 置 さ れ る シ ー ト 状 の シ ー ト 体 と 、 前 記 シ ー ト
体 上 に 設 け ら れ 、 フ ッ ト 操 作 に よ り 前 記 超 音 波 診 断 装 置 に 対 し て 指 令 信 号 を 出 力 す る 少 な
く と も 一 つ の 面 状 ス イ ッ チ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 は 、 シ ー ト 体 及 び そ の 上 に 設 け ら れ た 面 状 ス イ ッ チ を 含 ん で い る
。 そ し て 、 面 状 ス イ ッ チ が ユ ー ザ に よ っ て フ ッ ト 操 作 さ れ る と 、 フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 は 、
超 音 波 診 断 装 置 に 対 し 、 有 線 あ る い は 無 線 に よ り 指 令 信 号 の 送 信 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 は 、 シ ー ト 状 で あ る た め 、 フ ロ ア に 設 置 し て も ほ
と ん ど 邪 魔 に な る こ と は な い 。 ま た 、 誤 っ て 蹴 っ て し ま い 最 初 に 設 定 し た 位 置 か ら 動 い て
し ま う 恐 れ も あ ま り な い 。 し た が っ て 、 医 療 行 為 全 体 を ス ム ー ズ に 行 う こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ １ １ 】
シ ー ト 体 と し て は 、 柔 軟 性 の あ る 素 材 を 用 い て も よ く 、 変 形 し に く い 板 状 の 素 材 を 用 い て
も よ い 。 ま た 、 面 状 ス イ ッ チ は 、 実 質 的 に シ ー ト 体 表 面 が 平 坦 と な る 形 態 が 望 ま し い 。 面
状 ス イ ッ チ と し て 表 面 か ら 突 出 す る 部 分 を 持 た せ る 場 合 に も 、 そ の 外 辺 部 を 斜 め 加 工 し て
、 シ ー ト 体 表 面 と の 段 差 を 減 ら す こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ り 、 表 面 の 引 っ 掛 か り を 防 止
す る こ と が で き る 。 面 状 ス イ ッ チ の 動 作 原 理 は 様 々 な も の を 採 用 す る こ と が 可 能 で あ り 、
例 え ば 、 そ の 表 面 に 対 す る 接 触 、 あ る い は 、 表 面 の 適 度 な 押 圧 を 感 知 し て 動 作 す る よ う に
構 成 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 フ ッ ト 操 作 は 、 こ の ス イ ッ チ を 動 作 さ せ る よ う に 行 わ れ
る 。 な お 、 シ ー ト 体 は 、 一 つ 以 上 の 面 状 ス イ ッ チ が 設 け ら れ た 複 数 の 小 シ ー ト 体 に よ っ て
構 成 さ れ て い て も よ い 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 各 小 シ ー ト 体 を 独 立 し て フ ロ ア に 配 置 で き る
た め 、 ユ ー ザ の 所 望 の 位 置 に 面 状 ス イ ッ チ を 配 置 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
望 ま し く は 、 本 発 明 の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 に お い て は 、 前 記 シ ー ト 体 は 、 そ の 少 な く と も
中 央 部 に ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 を 有 し 、 前 記 面 状 ス イ ッ チ は 、 前 記 ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 に 隣
接 し て 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 望 ま し く は 、 本 発 明 の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 に お い て は 、 前
記 ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 は 、 前 記 シ ー ト 体 の 非 患 者 側 端 部 ま で 連 続 的 に 拡 が っ て い る 。 ま た
、 望 ま し く は 、 本 発 明 の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 に お い て は 、 前 記 シ ー ト 体 は 、 前 記 ス イ ッ チ
非 配 置 領 域 の 周 囲 に 設 定 さ れ た ス イ ッ チ 配 置 領 域 を 有 し 、 前 記 複 数 の 面 状 ス イ ッ チ は 、 前
記 ス イ ッ チ 配 置 領 域 に 並 ん で 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 は 、 ユ ー ザ の 立 ち 位 置 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。 ユ ー ザ は 通 常 こ
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の 立 ち 位 置 に い て 、 フ ッ ト 操 作 が 必 要 と な っ た と き は 、 ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 に 隣 接 し て 設
け ら れ て い る 面 状 ス イ ッ チ を 操 作 す れ ば よ い 。 ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 を 、 非 患 者 側 の 端 部 に
ま で 広 げ た 場 合 に は 、 こ の 領 域 を ユ ー ザ が シ ー ト 体 上 に 出 入 り す る た め の 出 入 領 域 と し て
用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 の 周 囲 の 周 囲 に ス イ ッ チ 配 置 領 域 を 設 け
て 、 複 数 の 面 状 ス イ ッ チ を 配 置 し た 場 合 に は 、 立 ち 位 置 か ら 即 操 作 で き る 範 囲 内 に 多 く の
面 状 ス イ ッ チ を 用 意 で き る 利 点 が あ る 。 面 状 ス イ ッ チ の 配 置 は 、 例 え ば 、 立 ち 位 置 に 対 し
同 心 円 状 に 配 置 す る な ど 、 操 作 が 容 易 と な る よ う に 様 々 に 設 定 す る こ と が で き る 。 な お 、
面 状 ス イ ッ チ に 対 し て は 、 そ の 構 造 あ る い は 材 質 に よ り 、 ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 等 と 踏 み 心
地 に 変 化 を 付 け 、 ユ ー ザ が 踏 ん だ 場 合 に 違 い を 知 覚 で き る よ う に す る こ と も 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
望 ま し く は 、 本 発 明 の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 に お い て は 、 前 記 面 状 ス イ ッ チ の 各 対 応 位 置 に
は 、 当 該 面 状 ス イ ッ チ の 指 令 内 容 を 識 別 す る 表 示 が 付 さ れ て い る 。 表 示 と し て は 、 文 字 、
図 形 、 記 号 、 色 彩 あ る い は こ れ ら の 組 み 合 わ せ な ど を 用 い る こ と が で き る 。 表 示 位 置 は 、
面 状 ス イ ッ チ 上 で あ っ て も そ の 近 傍 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
望 ま し く は 、 本 発 明 の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 に お い て は 、 前 記 面 状 ス イ ッ チ と し て 、 動 作 指
令 を 与 え る 少 な く と も 一 つ の 動 作 指 令 ス イ ッ チ と 、 前 記 動 作 指 令 ス イ ッ チ に 誤 っ て フ ッ ト
操 作 が な さ れ た 場 合 に そ の フ ッ ト 操 作 を 無 効 と す る た め の 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ と 、 が 設 け
ら れ て い る 。 こ の 場 合 に は 、 前 に 述 べ た よ う に シ ー ト 体 を 複 数 の 小 シ ー ト 体 か ら 構 成 す る
こ と と し 、 動 作 指 令 ス イ ッ チ の み か ら な る 小 シ ー ト 体 と 、 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ の み か ら な
る 小 シ ー ト 体 と を 設 け る こ と も 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
な お 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 シ ス テ ム は 、 超 音 波 診 断 装 置 と そ れ に 接 続 さ れ る フ ッ ト ス イ ッ
チ 装 置 と を 有 す る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 は 、 前 記 超 音 波
診 断 装 置 に 対 し て フ ッ ト 操 作 に よ り 動 作 指 令 を 与 え る 少 な く と も 一 つ の 動 作 指 令 ス イ ッ チ
と 、 フ ッ ト 操 作 に よ り 操 作 さ れ る 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ と 、 を 含 む も の と す る こ と が 可 能 で
あ り 、 当 該 超 音 波 診 断 シ ス テ ム に は 、 前 記 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ の 操 作 に 基 づ い て 、 前 記 動
作 指 令 ス イ ッ チ に 対 す る 誤 っ た フ ッ ト 操 作 を 無 効 と す る 制 御 を 行 う 制 御 部 が 設 け ら れ て い
て も よ い 。 す な わ ち 、 制 御 部 は 、 フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 、 超 音 波 診 断 装 置 、 あ る い は 、 そ の
両 方 に ま た が っ て 設 け ら れ 、 動 作 指 令 ス イ ッ チ か ら の 信 号 と 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ か ら の 信
号 と に 基 づ い て 制 御 を 行 う も の と す る こ と が で き る 。 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ の 機 能 は 、 様 々
に 設 定 可 能 で あ り 、 以 下 に 示 す 動 作 指 令 ス イ ッ チ の オ ン オ フ 指 令 に 関 す る 機 能 の 他 、 誤 っ
て 入 力 し た 動 作 指 令 ス イ ッ チ か ら の 入 力 を 取 り 消 す ア ン ド ゥ ウ 機 能 な ど を 持 た せ る こ と も
で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 シ ス テ ム に お い て は 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 誤 操 作 防 止 ス イ ッ
チ が 操 作 さ れ て い な い 期 間 に 前 記 動 作 指 令 ス イ ッ チ か ら 与 え ら れ る 動 作 指 令 を 無 効 と す る
よ う に 構 成 し て も よ い 。 例 え ば 、 各 ス イ ッ チ が 押 圧 に よ っ て 操 作 さ れ る 場 合 に は 、 誤 操 作
防 止 イ ッ チ を 押 圧 し て い る 間 に な さ れ た 動 作 指 令 ス イ ッ チ の 操 作 だ け が 有 効 と な る よ う に
す る 。 し た が っ て 、 単 に 動 作 指 令 ス イ ッ チ を 踏 ん で し ま っ た よ う な 場 合 に は 、 そ の 動 作 指
令 ス イ ッ チ の 操 作 は 有 効 と な ら な い た め 、 誤 操 作 を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 シ ス テ ム に お い て は 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ
の 操 作 に 基 づ い て 、 前 記 動 作 指 令 ス イ ッ チ か ら 与 え ら れ る 動 作 指 令 を 受 け 付 け る 状 態 ま た
は 受 け 付 け な い 状 態 に 切 り 替 え て も よ い 。 例 え ば 、 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ を 操 作 す る 度 に 、
受 け 付 け る 状 態 と 受 け 付 け な い 状 態 と に 交 互 に 切 り 替 え る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
ま た 、 通 常 は 、 ス イ ッ チ を 受 け 付 け な い 状 態 に 設 定 し 、 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ が 操 作 さ れ る
と 、 そ の 時 点 か ら 一 定 時 間 だ け 動 作 指 令 ス イ ッ チ か ら の 動 作 指 令 を 受 け 付 け る よ う に 構 成
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-13553 A 2005.1.20



こ の よ う に 、 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ に よ っ て 、 動 作 指 令 ス イ ッ チ か ら の 動 作 指 令 の オ ン オ フ
が 設 定 さ れ る 場 合 、 ユ ー ザ は 、 動 作 指 令 ス イ ッ チ か ら の 動 作 指 令 が 有 効 な 状 態 か 無 効 な 状
態 か を 把 握 で き る と 便 利 で あ る 。 そ こ で 、 動 作 指 令 ス イ ッ チ か ら 与 え ら れ る 動 作 指 令 が 有
効 か 無 効 か を ユ ー ザ に 知 ら せ る 表 示 部 を 設 け る こ と が で き る 。 例 え ば 、 フ ッ ト ス イ ッ チ 装
置 で 有 効 あ る い は 無 効 時 に ラ イ ト を 点 灯 さ せ る 構 成 も 効 果 的 で あ る し 、 超 音 波 診 断 装 置 に
設 け ら れ た 表 示 モ ニ タ 画 面 内 に 有 効 か 無 効 か を 知 ら せ る 表 示 を 行 っ て も よ い 。 ま た 、 ユ ー
ザ が フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 を 見 る こ と な く フ ッ ト 操 作 を 可 能 と す る よ う に 、 シ ー ト 体 の ス イ
ッ チ 非 配 置 領 域 等 に 圧 力 セ ン サ を 設 け て 、 ユ ー ザ の 立 ち 位 置 と 各 面 状 ス イ ッ チ と の 位 置 関
係 を モ ニ タ 画 面 上 に 表 示 す る よ う な こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ は 、 超 音 波 診 断 シ ス テ ム １ ０ の 装 置 構 成 を 示 す 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 超 音 波 診 断 シ
ス テ ム １ ０ は 、 超 音 波 診 断 装 置 ２ ０ 及 び フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 ５ ０ を 有 し て い る 。 超 音 波 診
断 装 置 ２ ０ は 、 以 下 に 示 す 処 理 を は じ め 様 々 な 制 御 を 行 う 中 央 制 御 部 ２ ２ を 有 し て い る 。
超 音 波 診 断 を 行 う 際 に は 、 中 央 制 御 部 ２ ２ の 指 示 に 基 づ い て 、 送 信 デ ィ レ イ 部 ２ ４ は 超 音
波 の 送 信 タ イ ミ ン グ を 決 定 し 、 パ ル サ ー 部 ２ ６ に 振 動 素 子 に 印 加 す る 電 圧 を 生 成 さ せ る 。
こ の 電 圧 信 号 は 、 プ ロ ー ブ コ ネ ク タ ２ ８ に 接 続 さ れ て い る プ ロ ー ブ ３ ０ に 伝 え ら れ 、 各 振
動 素 子 は 診 断 対 象 で あ る 生 体 等 に 対 し 、 超 音 波 を 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
診 断 対 象 内 で 反 射 し て プ ロ ー ブ ３ ０ に 戻 っ た 超 音 波 は 、 各 振 動 素 子 に よ っ て 再 度 電 気 信 号
に 変 換 さ れ 、 プ ロ ー ブ コ ネ ク タ ２ ８ を 経 て ア ナ ロ グ ア ン プ 部 ３ ２ に 送 ら れ る 。 そ し て 、 ア
ナ ロ グ ア ン プ 部 ３ ２ に よ っ て 増 幅 及 び ゲ イ ン 調 整 が な さ れ た 各 振 動 素 子 か ら の 信 号 は 、 整
相 加 算 部 ３ ４ に 送 ら れ 整 相 加 算 さ れ る 。 そ し て 、 ビ ー ム 処 理 部 ３ ６ に お い て 、 各 種 の ビ ー
ム 処 理 が 行 わ れ る 。 具 体 的 に は 、 Ｂ モ ー ド 画 像 （ 断 層 画 像 ） 、 Ｍ モ ー ド 画 像 （ 時 系 列 画 像
） の 生 成 や 、 Ｆ Ｆ Ｔ 等 の 周 波 数 解 析 に 基 づ く Ｄ モ ー ド 画 像 （ ド プ ラ 画 像 ） 、 カ ラ ー ド プ ラ
モ ー ド 画 像 （ フ ロ ー 画 像 ） の 生 成 等 が 行 わ れ る 。 生 成 さ れ た 画 像 は 、 ２ Ｄ ３ Ｄ 画 像 処 理 部
３ ８ に 送 ら れ て 、 表 示 部 ４ ０ に 表 示 を 行 う た め の 座 標 変 換 や 輝 度 調 整 の 処 理 を さ れ 、 表 示
部 ４ ０ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ビ ー ム 処 理 部 ３ ６ 、 ２ Ｄ ３ Ｄ 画 像 処 理 部 ３ ８ 、 表 示 部 ４ ０ か ら は 、 処 理 し て い る 信 号 を 、
外 部 出 力 部 ４ ２ に 出 力 す る こ と が で き る 。 外 部 出 力 部 ４ ２ は 、 プ リ ン タ 、 ビ デ オ 録 画 機 、
ハ ー ド デ ィ ス ク な ど の 各 種 記 録 装 置 の 他 、 Ｌ Ａ Ｎ な ど の ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 し て 外 部 の コ
ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に 出 力 す る 機 能 も 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う な 各 種 の 処 理 は 、 基 本 的 に は 、 医 師 な ど の ユ ー ザ が 操 作 パ ネ ル 部 ４ ４ か ら 動 作 指
令 を 中 央 制 御 部 ２ ２ に 対 し て 入 力 す る こ と で 行 わ れ る 。 操 作 パ ネ ル 部 ４ ４ に は 、 キ ー ボ ー
ド や マ ウ ス を は じ め 各 種 の 操 作 ボ タ ン や 操 作 つ ま み が 用 意 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 こ の 操 作 パ ネ ル 部 ４ ４ か ら の 入 力 に 加 え 、 フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置
イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 ４ ６ を 介 し て 入 力 さ れ る フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 ５ ０ か ら の 動 作 指 令 に よ
っ て も 、 中 央 制 御 部 ２ ２ に 対 し 処 理 内 容 を 指 示 で き る 。 フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 ５ ０ に は 、 こ
の 動 作 指 令 を 与 え る 動 作 指 令 ス イ ッ チ 群 ５ ２ と 、 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ 群 ５ ４ が 備 え ら れ て
お り 、 そ れ ぞ れ 、 少 な く と も 一 つ の 動 作 指 令 ス イ ッ チ と 、 少 な く と も 一 つ の 誤 操 作 防 止 ス
イ ッ チ を 有 し て い る 。 そ し て 、 こ れ ら の ス イ ッ チ か ら の 信 号 は 、 出 力 部 ５ ６ に よ っ て フ ッ
ト ス イ ッ チ 装 置 イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 ４ ６ に 送 ら れ る 。 送 信 は 、 ケ ー ブ ル を 介 し て 行 っ て も
よ く 、 ま た 、 無 線 方 式 で 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ２ は 、 フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 ５ ０ の 一 例 を 示 す 上 面 図 （ 上 側 の （ Ａ ） ） 及 び 正 面 図 （ 下 側
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の （ Ｂ ） ） で あ る 。 フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 ５ ０ は 、 長 方 形 状 （ 例 え ば 横 ５ ０ ０ ｍ ｍ 、 縦 ７ ０
０ ｍ ｍ ） の 薄 い （ 例 え ば ５ ｍ ｍ ） シ ー ト 体 ６ ０ を 備 え て い る 。 そ し て 、 超 音 波 診 断 装 置 ２
０ と は 、 ケ ー ブ ル ６ ２ を 通 じ て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 シ ー ト 体 ６ ０ の 上 面 に は 、 円 形
（ 例 え ば 直 径 １ ０ ０ ｍ ｍ ） で 水 平 に 拡 が っ た 面 状 ス イ ッ チ か ら な る 動 作 指 令 ス イ ッ チ ６ ４
， ６ ６ ， ６ ８ ， ７ ０ ， ７ ２ を 、 靴 で 踏 ん だ と き に 隣 の ス イ ッ チ を 一 緒 に 踏 ま な い よ う に 配
慮 し た 間 隔 で 配 置 し て い る 。 そ し て 、 こ れ ら の ス イ ッ チ の 中 央 部 に は 、 そ れ ぞ れ ス イ ッ チ
の 指 令 内 容 を 示 す 表 示 ６ ４ ａ ， ６ ６ ａ ， ６ ８ ａ ， ７ ０ ａ ， ７ ２ ａ が 付 さ れ て い る 。 ま た 、
シ ー ト 体 ６ ０ の 上 面 に は 、 矩 形 の 面 状 ス イ ッ チ で あ る 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ ７ ４ が 設 け ら れ
て お り 、 表 示 ７ ４ ａ が 付 さ れ て い る 。 こ れ ら の 面 状 ス イ ッ チ は 、 シ ー ト 体 の 中 央 部 か ら 図
の 下 端 に か け て 拡 が る ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 ７ ６ を 取 り 巻 く よ う に 並 ん で 配 置 さ れ て い る 。
ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 ７ ６ は 、 ユ ー ザ の 通 常 の 立 ち 位 置 と し て 利 用 す る こ と を 想 定 し た も の
で あ る 。 こ の 例 で は 、 図 の 上 方 側 を 患 者 側 に 向 け る こ と を 想 定 し て お り 、 ス イ ッ チ 非 配 置
領 域 ７ ６ は 、 非 患 者 側 か ら ユ ー ザ が 容 易 に 出 入 り 可 能 と な る よ う に 、 非 患 者 側 の 端 部 に 出
入 り 領 域 ７ ６ ａ を 含 め る よ う 配 慮 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
シ ー ト 体 ６ ０ と 、 各 面 状 ス イ ッ チ と は 、 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 シ ー ト 体 ６
０ の 表 面 は 、 ほ ぼ 平 坦 で あ り 、 ユ ー ザ が 操 作 時 に 引 っ 掛 か り を 生 じ な い よ う に 配 慮 さ れ て
い る 。 ま た 、 シ ー ト 体 ６ ０ の 周 囲 は 、 傾 斜 部 ８ ２ を 設 け る よ う に 処 理 加 工 さ れ 、 や は り 、
ユ ー ザ の 引 っ 掛 か り を 防 ぐ よ う に 配 慮 さ れ て い る 。 こ の シ ー ト 体 ６ ０ は 、 耐 水 性 を 考 え て
ポ リ エ ス テ ル 等 で 表 面 加 工 し て あ る た め 、 洗 浄 や 消 毒 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、
下 面 ８ ４ は フ ロ ア に 対 し て 滑 り に く い よ う に 加 工 さ れ 、 上 面 ８ ０ は ユ ー ザ が 滑 り に く い よ
う に 加 工 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
面 状 ス イ ッ チ と し て は 、 例 え ば 、 パ ン タ グ ラ フ 方 式 の ク リ ッ ク 間 隔 の あ る ボ タ ン を 使 用 す
る こ と が で き る 。 こ の ボ タ ン は 、 コ ン ピ ュ ー タ の キ ー ボ ー ド 等 に も 採 用 さ れ て い る も の で
あ り 、 斜 め 方 向 か ら の 押 圧 に 対 し て も 良 好 に 反 応 す る 。 こ の た め 、 垂 直 方 向 だ け で な く 斜
め 上 方 か ら も 押 圧 さ れ る 可 能 性 が 高 い フ ッ ト 操 作 に は 非 常 に 有 効 で あ る 。 な お 、 面 状 ス イ
ッ チ は 、 そ の 全 体 部 分 が 押 圧 さ れ た 場 合 や 、 中 央 部 が 押 圧 さ れ た 場 合 だ け で な く 、 そ の 周
辺 の 一 部 が 押 圧 さ れ た 場 合 に も 動 作 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
動 作 指 令 ス イ ッ チ ６ ４ は 、 表 示 モ ー ド を 切 り 替 え る モ ー ド ス イ ッ チ で あ る 。 例 え ば 、 ス イ
ッ チ を 押 圧 す る た び に 、 白 黒 の Ｂ モ ー ド 画 像 と 、 カ ラ ー ド プ ラ 画 像 と が 交 互 に 切 り 替 わ る
。 動 作 指 令 ス イ ッ チ ６ ６ は 、 フ リ ー ズ 状 態 へ の 移 行 お よ び 解 除 を 指 示 す る フ リ ー ズ ス イ ッ
チ で あ る 。 ス イ ッ チ を 押 圧 す る た び に 、 リ ア ル タ イ ム 画 像 の 一 時 停 止 と そ の 表 示 再 開 と が
切 り 替 え ら れ る 。 動 作 指 令 ス イ ッ チ ６ ８ は 、 ゲ イ ン ア ッ プ ス イ ッ チ で あ り 、 表 示 さ れ て い
る モ ー ド の 画 像 に 対 応 す る ゲ イ ン が 上 げ ら れ る 。 例 え ば 、 Ｂ モ ー ド 画 像 の 場 合 に は Ｂ ゲ イ
ン に 対 し て 処 理 が 行 わ れ 、 カ ラ ー ド プ ラ 画 像 の 場 合 に は ド プ ラ ゲ イ ン に 対 し て 処 理 が 行 わ
れ る 。 動 作 指 令 ス イ ッ チ ７ ０ は 、 ゲ イ ン ダ ウ ン ス イ ッ チ で あ り 、 ゲ イ ン ア ッ プ ス イ ッ チ と
は 逆 に ゲ イ ン を 下 げ る 指 令 を 与 え る 。 動 作 指 令 ス イ ッ チ ７ ２ は 、 レ コ ー ド ス イ ッ チ で あ る
。 フ リ ー ズ 状 態 で 押 圧 さ れ た 場 合 に は 、 表 示 さ れ て い る 画 像 が プ リ ン ト ア ウ ト さ れ る 。 ま
た 、 非 フ リ ー ズ 状 態 で 押 圧 さ れ た 場 合 に は ビ デ オ 録 画 が 開 始 さ れ 、 再 度 の 押 圧 に よ り 、 ビ
デ オ 録 画 か 停 止 さ れ る 。 な お 、 こ こ に 挙 げ た 各 動 作 指 令 ス イ ッ チ の 内 容 は 、 一 例 で あ り 、
こ の 他 の 操 作 を 割 り 当 て る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 こ の 例 に お い て は 、 各 動 作 指 令 ス イ ッ チ は 、 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ ７ ４ を 押 圧 し て い
る 間 だ け 有 効 と な る 構 成 を と っ て い る 。 す な わ ち 、 中 央 制 御 部 ２ ２ は 、 フ ッ ト ス イ ッ チ 装
置 ５ ０ か ら 与 え ら れ る 動 作 指 令 信 号 を 解 析 す る 際 に 、 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ ７ ４ が 押 圧 さ れ
て い る か 否 か を 調 べ る こ と で 、 動 作 指 令 信 号 の 有 効 無 効 を 判 定 す る 。 こ の た め 、 ユ ー ザ は
、 通 常 は 左 足 で 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ ７ ４ を 踏 ん で 立 ち 、 右 足 で ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 ７ ６ を
踏 ん で 立 つ 。 そ し て 、 動 作 指 令 ス イ ッ チ を 操 作 す る 場 合 に は 、 右 足 で 動 作 指 令 ス イ ッ チ を
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踏 む こ と で 操 作 を 行 う こ と に な る 。 な お 、 ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 ７ ６ を ユ ー ザ が 両 足 で 立 て
る 程 度 に 大 き く 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 に は 、 通 常 は 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ ７ ４
が 踏 ま れ な い た め 、 誤 っ て 動 作 指 令 ス イ ッ チ を 踏 ん だ 場 合 の 誤 動 作 を 防 止 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ３ は 、 ユ ー ザ が こ の 超 音 波 診 断 シ ス テ ム １ ０ を 利 用 す る 様 子 を 示 し て い る 。 こ の 図 に お
い て は 、 術 者 １ ０ ０ が 手 術 を 行 っ て い る 状 況 を 念 頭 に お い て い る が 、 簡 単 の た め 、 手 術 に
関 係 す る 器 具 、 患 者 、 補 助 者 等 は 省 略 し て い る 。 術 者 １ ０ ０ は 、 フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 ５ ０
の 上 に 立 っ て 手 術 を 行 っ て お り 、 こ の フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 ５ ０ は 、 超 音 波 診 断 装 置 ２ ０ に
電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 超 音 波 診 断 装 置 ２ ０ に は 、 表 示 部 と し て の モ ニ タ １ ０ ２ が 備 え
ら れ て い る 。 術 者 １ ０ ０ は 、 通 常 は 左 足 が 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ 上 に 位 置 し 、 右 足 が ス イ ッ
チ 非 配 置 領 域 上 に 位 置 す る よ う に 立 っ て 手 術 を 行 う 。 そ し て 、 超 音 波 診 断 を 行 う 場 合 に は
、 補 助 者 が 患 者 に プ ロ ー ブ を 当 て る と と も に 、 術 者 １ ０ ０ が モ ニ タ １ ０ ２ を 見 な が ら 右 足
で フ ッ ト 動 作 指 令 ス イ ッ チ の 操 作 を 行 い 超 音 波 診 断 装 置 ２ ０ を 操 作 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ４ は 、 本 実 施 の 形 態 の 変 形 例 に 係 る フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 １ １ ０ の 上 面 図 で あ る 。 こ の フ
ッ ト ス イ ッ チ 装 置 １ １ ０ は 、 図 ２ の 例 と 同 様 に シ ー ト 体 １ １ ２ を ベ ー ス と し て 構 成 さ れ て
い る 。 形 状 は 正 方 形 状 （ 例 え ば 一 辺 ８ ０ ０ ｍ ｍ ） で あ る 。 そ し て 、 中 央 部 付 近 に は 正 方 形
状 （ 例 え ば 一 辺 ４ ０ ０ ｍ ｍ ） の ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 １ １ ４ が 設 け ら れ て お り 、 こ れ を 囲 む
周 囲 は １ ２ 個 の 正 方 形 状 （ 例 え ば 一 辺 ２ ０ ０ ｍ ｍ ） の 面 状 ス イ ッ チ が 配 置 さ れ た ス イ ッ チ
配 置 領 域 と な っ て い る 。 １ ２ 個 の 面 状 ス イ ッ チ は 、 動 作 指 令 ス イ ッ チ １ １ ６ － １ ３ ８ で あ
り 、 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ は 設 け て い な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
動 作 指 令 ス イ ッ チ １ １ ６ － １ ３ ８ は 、 そ れ ぞ れ 、 Ｂ モ ー ド 画 像 の ゲ イ ン ア ッ プ ス イ ッ チ 、
カ ラ ー ド プ ラ 画 像 の ゲ イ ン ア ッ プ ス イ ッ チ 、 Ｂ モ ー ド 画 像 及 び Ｍ モ ー ド 画 像 を 表 示 す る ス
イ ッ チ 、 Ｂ モ ー ド 画 像 を 表 示 す る ス イ ッ チ 、 カ ラ ー ド プ ラ 画 像 を 表 示 す る ス イ ッ チ 、 Ｂ モ
ー ド 画 像 及 び ド プ ラ 画 像 を 表 示 す る ス イ ッ チ 、 カ ラ ー ド プ ラ 画 像 の ゲ イ ン ダ ウ ン ス イ ッ チ
、 Ｂ モ ー ド 画 像 の ゲ イ ン ダ ウ ン ス イ ッ チ 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 外 部 に 出 力 す る ス イ ッ チ
、 動 画 を ビ デ オ 録 画 す る ス イ ッ チ 、 プ リ ン ト ア ウ ト す る ス イ ッ チ 、 並 び に 、 フ リ ー ズ ス イ
ッ チ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ユ ー ザ が ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 に 正 面 を 向 い て 立 っ た 場 合 、 Ｂ モ ー ド 画 像 ゲ イ ン ア ッ プ ス イ
ッ チ と Ｂ モ ー ド 画 像 ゲ イ ン ダ ウ ン ス イ ッ チ は 、 そ れ ぞ れ ユ ー ザ の 左 足 前 方 及 び 後 方 に 位 置
し て い る 。 ま た 、 カ ラ ー ド プ ラ 画 像 の ゲ イ ン ア ッ プ ス イ ッ チ と 、 カ ラ ー ド プ ラ 画 像 の ゲ イ
ン ダ ウ ン ス イ ッ チ は 、 そ れ ぞ れ ユ ー ザ の 右 足 の 前 方 及 び 後 方 に 位 置 し て お り 、 ユ ー ザ の ス
イ ッ チ 配 置 の 記 憶 を 容 易 化 し て い る 。 モ ー ド 切 り 替 え に 関 す る ス イ ッ チ が 、 ユ ー ザ の 右 側
に ま と め ら れ て お り 、 外 部 出 力 関 係 の ス イ ッ チ が ユ ー ザ の 左 側 に ま と め ら れ て い る の も 同
様 の 理 由 に よ る 。 な お 、 こ れ ら の 動 作 指 令 ス イ ッ チ の 内 容 及 び 配 置 に つ い て も 、 任 意 に 変
更 可 能 で あ る 。 ま た 、 シ ー ト 体 の 大 き さ や 形 状 、 そ し て 、 面 状 ス イ ッ チ の 大 き さ や 形 状 あ
る い は 配 置 間 隔 な ど も 、 操 作 性 を 考 慮 し て 適 宜 設 定 す れ ば よ く 、 場 合 に よ っ て は ユ ー ザ の
体 格 に 合 わ せ て 複 数 の サ イ ズ を 用 意 す る こ と も 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 係 る フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 に よ り 、 超 音 波 診 断 装 置 を 用 い た 医 療 行 為 の 効 率 性 や 快
適 性 を 高 め る こ と が で き る 。 特 に 、 フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 に 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ を 設 け た 場
合 に は 、 誤 操 作 を 減 少 さ せ 、 無 駄 な 時 間 を 省 く こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る 装 置 構 成 の 概 略 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 の 一 例 の 上 面 図 及 び 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 の 使 用 状 況 を 説 明 す る 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 の 別 の 例 の 上 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 超 音 波 診 断 シ ス テ ム 、 ２ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置 、 ２ ２ 　 中 央 制 御 部 、 ３ ０ プ ロ ー ブ 、
４ ０ 　 表 示 部 、 ４ ２ 　 外 部 出 力 部 、 ４ ４ 　 操 作 パ ネ ル 部 、 ５ ０ 　 フ ッ ト ス イ ッ チ 装 置 、 ５
２ 　 動 作 指 令 ス イ ッ チ 群 、 ５ ４ 　 誤 操 作 防 止 ス イ ッ チ 群 、 ５ ６ 　 出 力 部 、 ６ ０ 　 シ ー ト 体
、 ６ ２ 　 ケ ー ブ ル 、 ６ ４ ， ６ ６ ， ６ ８ ， ７ ０ ， ７ ２ 　 動 作 指 令 ス イ ッ チ 、 ７ ４ 　 誤 操 作 防
止 ス イ ッ チ 、 ７ ６ 　 ス イ ッ チ 非 配 置 領 域 、 １ ０ ０ 　 術 者 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(8) JP 2005-13553 A 2005.1.20



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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